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地方都市住民の拡大パーソナルネットワーク
一年賀状調査にもとづく事例分析一
E パーソナルネットワークの変容とライフコース
一男性高齢者における定年退職の影響-
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要約
本稿は都市居住の高齢男性が定年退職によってどのようにパーソナルネットワークを変
容させたかについて、福岡市を調査地とした事例研究である。これまでのパーソナルネッ
トワーク研究においては具体的に描かれることのすくなかったその変容過程を年賀状を素
材としたインタビューによって網羅的に把握する。調査の結果、男性高齢者のパーソナル
ネットワークは決して一様ではなく、大いに個人差を含むものであった。特に職場で形成
されたパーソナルネットワークの保持・変容は高齢者の心性だけでなく、それまでの職業
ライフコースに依拠する部分が大きいと思われる。
1.問題の所在
本稿は定年退職を迎えた男性が、職業生活にお
いて形成していた自らのパーソナルネットワーク
をその後の生活の中でどのように変容させ、現在
のネットワークに至っているのかをインタビュー
事例を用いて考察するものである。従来の高齢者
ノfー ソナルネットワーク研究は、高齢者がどのよ
うなパーソナルネットワークを保持しているのか、
そしてその有り様によって高齢者の生活満足度に
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どのような差違を生み出すのかという点に比較的
焦点、が当てられていたと思われる。たとえば玉野
(1989)は高齢者の主観的幸福感にとって、彼ら
を取り巻くネットワークの中ではとりわけ配偶者
の存在が大きい点を指摘している(玉野、 1989)。
また浅川(1994)は地域集団や友人のネットワー
ク集団、職場での縁が継続している集団などに参
加している高齢者、特に積極的に参加している高
齢者が高い生活満足度を示していることを見いだ
している(浅)11、1994)。このように高齢者のエ
ゴ・セントリックなパーソナルネットワークの有
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り様と高齢者自身の生活満足感が密接な関係にあ
ることは、今後さらに調査・分析が重ねられて行
くにつれて、様々な知見を生み出すことと思われ
る。
しかしながら、ではどのような過程で高齢者の
ノfー ソナルネットワークは形成されてきたのかと
いう点に関してはこれまであまり焦点化されては
いない状況であるo もっとも高齢者のパーソナル
ネットワーク形成を動態的に把握する必要性は最
近になって提起され始めている。たとえば、森岡
(1984)は通念化された高齢者観、すなわち「高
齢者とは定年・加齢とともにそのネットワークを
縮小させるJrそのネットワークを親族や地域・
近隣にシフトし限定化していくJrその様な親密
なネットワークで生活している高齢者は幸福であ
る(生活満足度が高い)Jr子どもと同居している
高齢者は幸せである」というようなステレオタイ
プ的視点に対して、定年退職後のパーソナルネッ
トワークの変容には、男女差、地域差、階層差が
認められることを指摘したうえで、その変容過程
にもっと注目すべきであるとしている(森岡、
1994)。また藤崎 (1998)も高齢者が持つ友人形
成欲求がさらに高まり、しかも多様化しつつある
ことをふまえながら、その要求に対応する受け皿
に地域格差があることを指摘している(藤崎、
1998)。また江上 (2000)は高齢者が職業生活か
ら離れることによって、彼が職業生活時代に築い
たネットワークが次第に周辺化することは一般に
は認められるが、ネットワークは累積的に形成さ
れる一面を持つために同化の程度の高かった集団
の構成メンバーとのネットワークは退職後も大き
な位置を占め続ける可能性を示唆している(江上、
2000)。これは退職した男性のネットワークの分
析に、これまでの職業ライフコースの違いを導入
するもので大変興味深いものである。
いず、れにせよ高齢者にとって、一定の社会的地
位の低下や役割の喪失は避けられないものであっ
たとしても、その程度にはかなりの個人差が想定
されうるし、それは今後も拡大していく可能性は
十分にある。そして同様に高齢者のパーソナルネッ
トワークの態様や、そしてそれに至る変容過程も
犬いに多様化していくものと思われる。したがっ
て高齢者のパーソナルネットワークを検討する際
には、現在のパーソナルネットワークを把握する
だけでなく、そのネットワークがどのようにして
形成されてきたのかを動態的に把握することによっ
て、その多様性にさらにリアリティを持たせるこ
とが出来るだろう。
しかしながら、これまでのパーソナルネットワー
ク研究においては、高齢者対象に限らず、ある時
点のネットワークを抽出した静態的モデルの分析
は十分に進められているが、各人のパーソナルネッ
トワークそのものの変容や再編についてはほとん
ど取り扱われていないのが現状である。これはパー
ソナルネットワークをある程度量的に把握しよう
とする場合、どうしても調査時点の静態的データ
に限られるという制約によるものであると考えら
れる。また調査票の全体のボリュームを考えた場
合、対象者が持つ全てのネットワークに対し詳細
な情報を得ることは難しく、何とか工夫して何人
かをあげてもらうにとどまっている。そして動的
な把握を試みる場合にもせいぜい知り合って何年
になるか、さらには知り合った機会をたずね得る
のみだろう。その意味では謂査票を用いた大量観
察調査には馴染みにくい項目であると思われる。
したがって、本稿で取り扱おうとする、男性高
齢者が定年退職というライフイベントを経験する
ことにより、自身のパーソナルネットワークをど
のように変容させたかという観点での研究は従来
までほとんど量的に把握されてはいない分野とい
えよう。
2. 調査方法
よって今回は定年退職を経験した男性高齢者に
インタビュー調査を行うことにより、彼の持つパー
ソナルネットワークの全体像、そして定年退職を
挟んでどのように変容したのかを把握することと
したい。そして調査にあたっては対象者の年賀状
をもとにしてパーソナルネットワークを把握する
ことにする。もちろん年賀状は年1回の関係であ
り多分に儀礼的である部分を免れ得ないが、逆に
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対象者の目の前に素材そのものがあるので対象者
の記憶だけに頼ることなくネットワークを把握で
きるという利点がある。また日常生活で特に親し
くしていないケースにでも対応できる。対象者に
とって特に親しくない人物ゃめったに会話をしな
い人物でも調査対象に載せることが出来るのであ
る。これは調査票を用いた大量観察では不可能で
あり、年賀状を用いたインタビュー調査ならでは
の利点である(矢部、 1999，2000)(注(1))。
本調査は、森岡清志を研究代表として1995年か
ら1997年に行われた5都市7地点の調査のうち、
福岡市中央区と西区の50歳以上の回答者に対して
年賀状調査の協力依頼を行い、協力を得られた1
名に関して行われた (2000年1月下旬-2月初旬)。
ここではそのうち定年退職を経験した男性3名の
事例を取りあっかうことにする。本稿での定年退
職とはー企業における定年退職ではなく、就労人
生からの退職を意味している。インタビューの順
序としては、まず各人のこれまでの生活史を一通
り確認した後に、調査時点の直前の年賀状につい
て1枚ごとにどのような関係であるかを詳細にた
ずねていき各人のパーソナルネットワークを大ま
かに把握する。そして現在のネットワークがいつ
頃からのつながりなのかを生活史を元に確認して
いく、という過程である。インタビューの時間は
きわめて限定されたものであったので、各人の生
活史、特に定年退職前後の様子を詳細に描くこと
は不可能であるが、それぞれのインフォーマント
のこれまでのライフコース、現在のパーソナルネッ
トワークの特徴、そして定年退職に伴う変容とい
う順番で再構成してみる。
3.事例 1 退職後大幅に変容したパー
ソナルネットワーク
H.Mさんは現在74才の男性である。彼のライ
フヒストリーは次のようなものある。大正14年、
現在の中国大連にて出生。 7才で満州国の新京に
移る。昭和12年、 12才の時に病気のために家族か
ら離れ単身で帰国する。父の本籍である福岡県三
瀦郡に身を寄せる。翌年、満州にいた家族も引き
上げてくる。父は引き上げた後、筑後市に居を構
え少年時代をそこで過ごす。|日制中学(現在のY
高校)を経て高専に下宿しながら通う。高専在学
中に終戦を迎える。昭和22年、 22才で高専を卒業
する。筑後市に戻り 4月から私立の女学校の教員
を勤め始める。担当科目は数学と理科であった。
昭和23年7月からYN高等学校に赴任する。この
ときクラス担任を務め、その教え子達とは今でも
年賀状の交流がある。昭和25年、 25才で現婦人と
結婚する。昭和33年、 33才で現在の地に居を構え、
それ以来現住所に住み続けて41年を数える。平成
4年に次男夫婦と同居するために二世帯住宅に立
て替え、その時期は仮住まいをしていた。しかし
すでに退職しており、その生活のほとんどを区内
においている。 YN高校からK高校を経て、 U高
校に赴任する。 U高校には長期間在職しており、
その後県内にある教育施設を経て、最後の職場は
S高校であった。昭和59年、 59才で退職し、現在
退職して15年目に当たる。
子どもは3人いて全員結婚している。長男は東
京都におり、次男は二世帯住宅で同居し 2階に住
んでいる。長女は近郊に住んでおり自転車で10分
程度の近い距離に住んでいる。調査時も長女の息
子(対象者の孫)が遊びに来ていた。
退職後は地域社会での活動を積極的におこなっ
ている。まず、 61才で地域の町内会長に就任し今
年で13年目になる。 62才で校区の保護司となり現
在12年自である。 4年前から校区の代表を務めて
いる(任期は平成12年3月まで)。福岡市の場合、
各校区単位でいわゆるボランティアの形として保
護司が委託されている。一応、法務省の承認を受
け、法務大臣の辞令が発行されているのだが、あ
くまでも有志ボランティアという位置づけである。
現在では元教員を始めとして、僧侶や神主が担当
しているそうだ。多いときには同時に3人を受け
持っていた(通常は 1-2名)。年齢層は10代後
半から70歳前後と幅広く、男女の別はない。月 1
回の往訪と月 2回の来訪が義務づけられている。
生活のチェックをしたり、就職などの相談に応じ
たりするが、その後年賀状などで連絡を取り合っ
ている人はほとんどいない。昨年は1通だけ年賀
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状があったそうだ。
また、 60才から地域の老人クラブに所属してい
る。 3年前からは校区老人会連合会長に就任し、
区の福祉課の職員と月 1回の割合で会合を聞いて
いる。現在、同居しているのは婦人だけである。
しかし二世帯住宅として2階に次男夫婦がおり、
長女夫婦も近くに住んでいる。また、町内会長、
保護司、老人クラブ連合会長を務めているため来
客も頻繁である。いつも忙しそうであると奥様は
口つ。
3. 1 パーソナルネットワークのカテゴリーと
構成
H.Mさんの年賀状は143枚であった。彼による
分類は、(1)親族28枚、 (2A)老人クラブ14枚、
(2B)町内会36枚、 (2C)保護司仲間24枚、 (3)
先生仲間15枚、 (4)同窓生15枚、 (5)教え子4枚、
(6)趣味の友人・昔からの知り合い7枚、であっ
た。 (2A)、(2B)、(2C)に関しては、最初「退
職後知り合った現在の地域社会活動の仲間Jとい
う1つのくくりであったが、インタビューを進め
ていく中で3つのカテゴリーにさらに分類したの
で、そちらの分類を採用することにした。
(1)親族
まず特筆すべきであるのは親族の枚数の多さで
ある。このことは彼の両親がそれぞれ7人きょう
だい、 3人きょうだいと多く、そのためにいとこ
が非常に多いという事によるものである。いとこ
からの年賀状は総数で19枚であった。その中でも
福岡市やその近郊に住んでいる 7名のいとことは
年に1回以上会っている。その他の12名は多くは
福岡県内に住んでいるものの「年賀状のみ」のつ
きあいである。妻方の親族からの年賀状も 5枚と
多く年に 1回程度妻の実家に集合しているようで
ある。また次男の妻のきょうだいから届いた年賀
状も 2通あるが、次男夫婦が2階に住んでいるた
めに、時々遊びに来たときに顔を見せているため
であろう。
(2 A)老人クラブ
老人クラブには60歳で定年した後すぐに加入し
ており、現在14年目に当たる。親密な関係にある
のはH.Mさんよりも若干年上で、全員が区内に
住んでおり、彼がクラプに加入したときにすでに
加入していた人達である。その中で1人が自営業
を営んでいる他は全員無職である。月に 1回H.
Mさんの自宅から歩いて5分ほどのところにある
「集会所」に集まって活動している。知り合って
14年というのは各人のそれまで、の人生について何
らかの情報を知り得るには十分な年月であると思
われるが、意外にも年齢と住所以外にはほとんど
知らないそうである。女性も 3名いる。また区の
福祉課で何かと世話をしてくれる職員と個人的に
親しくつきあっている。月に2-3回福祉課で会っ
ている。その他には校区老人会連合会の会長職に
就いているために各校区の老人会の代表や儀礼的
な年賀状が7通あるが本人は特に親しさを感じて
はいなL、。
(2 B)町内会
老人クラブ加入と同様に、定年退職後は町内会
に積極的に参加するようになっている。したがっ
てこのカテゴリーに該当する人達も知り合って14
年と長いつきあいである。比較的小さな範囲で町
内会が組織されていることもあって、各員のパー
ソナルデータに関してはかなり詳細に知っている。
特に親しい人たちの年齢は65歳以上であるが、未
だに自営業を営んでいる人も多い。月に 1回は公
民館で催される会合の場で会っているが、日頃も
互いの自宅を訪問し合っている。町内会に積極的
に参加するようになってすぐに会長職を任せられ
ており、現在日年目である。そのために区や各校
区の代表、さらに様々な機関からの年賀状も多い
が、本人は儀礼的なものとしている。
(2 C)保護司仲間
定年退職後新たに始めたものに保護司の仕事が
ある。あくまでも本人はボランティアと位置づけ
ているが、月 1固定例会議が保護観察所や保護司
会代表が提供する集会所で催されている。そこで
顔をあわせている保護司仲間からの年賀状は20枚
になるが、それほど親しいというわけではなさそ
うだ。全員が区内に居住しているが、年齢・性別
もパラパラであり、詳細は全く知らない。名簿に
住所が記載されているために年賀状のやりとりが
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可能になっているのだろう。本人は保護司仲間か
らの年賀状よりも、かつて世話をした「元対象者」
からの近況連絡を楽しみにしているだが、年賀状
があることはまれだそうだ。昨年は1通あったが
調査年には1通もなかった。
(3)教員仲間
長らく教員生活をしており、職場を6箇所移動
しているので、知り合い数は多いと思われた。し
かし、教員仲間からの年賀状は意外に少なく 15通
であった。彼らもほとんどが退職している。その
中でもUN高校時代の教員仲間と未だに交流があ
るが、 OB会が2年に 1回開催されているためで
ある。それ以外は定年して14年を経過した現在、
全く年賀状だけのつきあいになっている。
(4)同窓仲間
特に親しいのは高専時代の友人5人である。皆
定年退職しており、無職となっている。全員が福
岡市やその近郊に住んであり、年に3回ほど飲み
屋で旧交を・温めている。それ以外は全く年賀状だ
けのつきあいになっている。
(5)教え子
長らく教員生活を送っていたが、クラス担任を
持つ機会はあまりなくもっぱら教科専任であった
ために教え子からの年賀状も少なく 4通である。
全員がY高校の教え子であり、数少ないクラス担
任をした時期の教え子である。彼らとのつきあい
も年賀状のみになっているが、毎年近況を報告し
てくるので家族のことや現在の職業についてはしっ
かり把握できている。
(6)趣味の友人・昔からの知り合い
定年後、趣味として油絵を始めており、師事し
た絵の先生との交流は個展などを通じて定期的に
行われている。また昔近所の居住していたSさん
の父の知り合いや妹の友達からも、当時親しくし
ていた関係で毎年年賀状が届いている。
3. 2 パーソナルネットワークの特徴
H 
職後大きく変容しているといえよう。元教員とい
うことで老人クラブや町内会の長、さらに保護司
という役職を周囲から期待された感があるものの、
職業生活期とは全く異なる生活を定年退職後始め
ており、そしてその縁でのつながりが彼にとって
の中心的なネットワークになっている。逆に教員
同士のつながりは現役時代には盛んであったもの
の、いったん退職すると連絡を取り合う機会が激
減している。本人は定年退職というライフイベン
トを境に生活だけでなくパーソナルネットワーク
をも再構成している。退職直後は「元教員Jといっ
たことで肩肘を張っていた時期もあったが、現在
では「地域の一員」として老人クラプや町内会で
の活動が「自然に」できるようになったという。
特に地域のつながりに関しては、現住所に居住し
て40年近くになるが、教員現役の頃はほとんど妻
任せであった。町内会に積極的に参加するように
なって、「教員時代の自分が如何にこの地域のこ
とを知らないかということを痛感した」と述べて
いる。
4.事fJlJ2 定年退職後も職場縁が中心
的であるパーソナルネットワーク
K.Kさんは62歳の男性である。まず彼のライフ
ヒストリーを紹介しよう。彼は昭和12年岡山県に
生まれる。 3-4ヶ月で北九州市に移りそこで少
年時代を過ごす。最終学歴は高校で、学卒後
r社」に就職する。最初は小倉の営業所であっ
た。昭和34年22歳で結婚する。昭和38年26歳で春
日原に福岡営業所を立ち上げる。その後、東京→
福岡→広島→大阪→岡山→福岡(常務)→熊本(専
務)と転勤を重ねる。最後の職場であった熊本営
業所時代はホテルでの単身生活であった。昭和62
年に51歳で退職願を提出し受理される。その後は
関連会社に勤めるがそこも 2年前に辞めて、現在
は30人規模の会社で働いている。しかし職場では
顧問的位置づけであり、終日フリーであるようだ。
現住所は住んで6年目に当たる。子どもは男子が
3人だが全員別居している。
I社グループ内に中間管理職以上の有志で構成
される ry会」という交流会がある。彼が入会し
た時点では200人前後であったのが、現在では400
人近くいるという。毎年会員の名簿が作成されて
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いるので、住所および近況の大体のことは分かる
とのこと。また、会の総会が年1回大阪で開催さ
れるので、その機会に会うことが出来る。年賀状
は会社関連か親族に限られていた。今年が喪中で
あったことからも実際の枚数は少なかったが、最
も関係性が深そうな人lこは前もって年賀欠礼の報
を入れたので今回は年賀のやりとりはない。しか
し、その人たちを尋ねてみたところ全員が会社関
連の方であった。交際は福岡周辺に住んでいる
iY会」の人が中心となるが、それ以外には同僚
や部下の相談に乗ることも多く、その人たちとの
関係が続いているようだ。
4. 1 パーソナルネットワークのカテゴリーと
構成
K.Kさんの年賀状の枚数は総数で19枚であった。
しかしながら喪中であったために、例年通りに親
しい方との年賀状のやりとりがなされていたので
あれば、枚数はさらにあったと思われる。年賀状
欠礼の葉書は親しいと感じている人にしか発送し
ていないので、むしろ年賀状に現れてこない人と
の関係性を注視する必要性があるだろう。
(1)親族
親族のカテゴリーでくくられたのは6枚である。
まず最初にあげられたのが神奈川県に住む36歳の
次男である。子どもは3人いるが全員独立してお
り、実際に会うのは年に l、2回である。親族で
しょっちゅう会っているのは自分のきょうだいで
あり、年に5、6回は会っている。長姉と妹2人
は門司、小倉と比較的行き来のしやすい距離に住
んでいる。
(2)会社関係
会社関係の知人の中でも特に親しい人には喪中
であるために欠礼の葉書を出している。従って、
このカテゴリーに含まれる13人はそれほどには親
しくない様子がうかがえる。実際 iY会」のメン
バーであっても「年賀状のみ」のつきあいの人が
ほとんどである。あとは現役時代に世話をした部
下などが儀礼的に毎年送ってくるものであった。
そして彼らとの日常的なつきあいはほとんどなく、
iY会」のメンバーは年1回の総会で、それ以外
とはほとんどあっていない。
(3)年賀状以外
喪中ということもあって親しい友人はこのカテ
ゴリーに集中している。中核をなすのは iY会」
のメンバーであり、ほとんどが定年退職している。
順に名前を挙げてもらったが、福岡近辺に在住し
ている人とは iY会」の総会以外にもコンスタン
トに会ったり、手紙や電話のやりとりをしたりし
ている。年齢も近い人が多く、出会ってからだい
たい40年近くになっている。職業人生をずっとと
もにしてきた戦友といった感が見受けられた。会
社に関係しない人はあげられなかった。
4. 2 パーソナルネットワークの特徴
繰り返すようだが、対象者は喪中であり、そこ
からネットワークを類推するしかないのだが、親
族をのぞけば、彼のネットワークはすべて会社に
関係する人で構成されている。現住所に住み始め
たのは6年前からであり、地域で、のつきあいもほ
とんどみられない。また、幼少期は親の転勤が続
き同窓生とのつながりもほとんどないそうである。
自身も転勤族になったため、子どもを縁とするネッ
トワークもほとんど形成されていない。そして会
社での関係がほとんどであるので、知り合ってか
らの年数も長く、ほとんどが15年を超えている。
したがって定年退職後、新しいネットワークはほ
とんど形成されていないようだ。むしろ関連企業
のOB組織である iY会」のつながりを非常に大
事にしており、毎年発行されている会員名簿にて
各員の近況や動向をしっかり把握している。彼に
とって定年退職というライフイベントは自身のパー
ソナルネットワークの再構成にはいたってい
ない。
5. 事例3 退職前後の知り合いを両立
させているパーソナルネットワーク
S.Nさんは73歳の男性である。彼のライフヒス
トリーは次のようなものであった。昭和2年8月
7日、現在の韓国にて出生する。両親はすでに亡
くなっており高齢の義父母に育てられた。村端、
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旧制中学と進み、最終的にはK専門学校(旧専門
学校)在学中に終戦を迎える。昭和20年12月に博
多港へ帰国する。当時小倉に住んで、いた親族を頼
り、 1年程度人夫として働く。 20歳で当時北九州
市に駐屯していた米軍部隊に日本語通訳として雇
われる。同時に冷蔵庫、冷凍庫の点検・整備の仕
事もしていた。昭和25年の朝鮮戦争の動乱期に通
訳を辞める。通訳時代の米軍上司の誘いでアメリ
カの在日法人である輸出入商社IB社Jに就職する。
職場は福岡市博多港であり下宿先は東区であった。
昭和28年、 26歳で近くの職場で働いていた奥様と
結婚する。結婚当時の住まいは中央区であり、 2
年ほど居住する。その後昭和30年、 28歳で県営住
宅に移る。この県営住宅には昭和54年まで24年間
住んで、いた。昭和32年1月、在日米軍縮小と共に
会社の経営も悪化し、福岡支庖を閉鎖することに
なる。東京にある極東本庖への誘いもあったが、
高齢の義父の病気や外資系に対する不安感もあっ
てその誘いを断った。職探しに東奔西走し、小倉
時代の先輩の誘いで冷蔵庫の保守点検業務などを
やっていた。
昭和32年11月25日、奥様が新聞の三行広告内に
見つけた株式会社 IG社」の入社試験をダメもと
で受けてみる。運良く合格し、その後、出張所の
規模の拡大と共に、所在地を千代町、天神、箱崎
と変えていった。昭和45年、 43歳で北九州市八幡
にある本社勤務となる。この時も南区の自宅から
通う。その後、会社の第2次5ヶ年計画作成責任
者となり、会社近くの旅館の離れに 1年近く缶詰
状態となる。その成果が認められ、昭和47年、 44
歳で社長室長を命ぜられる。会社の別館に部屋を
宿泊用に与えられ、週に1回くらい福岡市に帰る
という準単身赴任の生活となる。この生活は66歳
で退任するまで続くこととなった。
昭和52年、 50歳で系列会社のIGK社」に取締役
として出向する。昭和56年、 54歳で本社に復帰し、
産業施設営業本部長となり本社においても取締役
となる。昭和62年、 60歳で取締役を辞任し同時に
退職する。その後再びIGK社」へ取締役として迎
えられる。平成4年66歳で取締役を退任し顧問と
なる。平成8年70歳で顧問を退任し職業生活に終
止符を打つ。現在引退して3年目である。
現住所は昭和54年から住んでおり、 19年目に当
たる。子どもは2人いるが2人とも別居している。
長男46歳は結婚しており、市内に住んでいる。長
女44歳は独身で近郊の町に住んでいる。現在は奥
様と 2人暮らしである。職業人時代は、単身赴任
などをしていたこともあり、ほとんど趣味などは
持っていなかった。顧問就任をきっかけにして積
極的に趣味を持とうとしている。特にコレクショ
ン部門は充実しており、飲んだ酒類のラベルや各
地の名産品の袋などを収集したアルバムで書斎は
満杯であった。また、顧問退任後、自分史を執筆
している。本人はその作業を自身のライフワーク
として位置づけている。カルチャーセンターで
「俳句」や「川柳」をはじめたのも取締役退任後であ
り、現在でも月に2回天神に通っている。 8年目
である。
5. 1 パーソナルネットワークの力テゴリーと
構成
S.Nさんの年賀状は151枚であった。彼の分類
は、(1)会社のOB仲間40枚、 (2)GK社の現役
15枚、 (3)G社の現役33枚、 (4)家族・親族25枚、
(5)カルチャーセンター仲間10枚、 (6)小学校の
同級生3枚、 (7)友人・知人23枚であった。
(1)会社の08仲間
このカテゴリーにはG社の先輩や同僚、そして
出向先であったGK社の同僚や後輩が含まれてい
る。多くはすでに定年退職しており、かつての部
下だった 2名の女性を除けば全員男性である。定
期的に連絡を取り合ったり、一緒に飲みに行った
りするのは8名であり、それ以外は年賀状のみの
つきあいになっている。入社以来のつきあいの人
も多く知り合ってからの期間は40年前後の人が多
L 、。
(2) GK社の現役
一時期出向していた期聞があり、また最終的に
は取締役として迎えられ、彼の最後の職場であっ
たGK社の現役社員からの年賀状は15枚であった
が、特に親しくしているのは3名である。 1人は
取締役として自分の後任に据えた人物。そして当
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時の部下2人である。彼らとは出向後につきあい
が始まったため、知り合ってからの期聞は20年で
ある。未だに現役のために、ほとんどが北九州市
に住んでいる。したがってなかなか頻繁に会うこ
とはできないが、それでも年に 1、2回は出かけ
ていって一緒に飲む機会を設けている。その他も
当時の部下からの年賀状であるが、ほとんど年賀
状のみ切つきあいである。
(3) G社の現役
このカテゴリーに属するのはG社の現役社員で
あるが、特に福岡の営業所時代の後輩や開発部時
代に直接の部下など行動を一緒にしてきた人達と
のつきあいが中心である。またGK社に同時期に
出向した当時の部下も含まれている。特に親しい
のは3名であり、 50代後半で全員が役職付きであ
る。彼らとは北九州に出かけたときに一緒に食事
をしたり飲んだりしている。様々な相談にのるこ
とも多く頻繁に連絡を取り合っている。その他の
30枚は年賀状のみのつきあいである。
(4)家族・親族
このカテゴリーの中で頻繁に連絡を取ったり、
会ったりしているのは5名である。長男夫婦や孫
は福岡市内に住んでいるので年に4-5回は自宅
に遊びに来ている。また長女も福岡市近郊に住ん
でおり、月に3回は顔を見せている。妻の兄や姪
も近くに住んでおり、互いに行き来している。そ
の他は長男の結婚式で同席するような親族であり、
それ以来会っていない人も多い。ほとんどが年賀
状で、のつきあいとなっている。
(5)カルチャーセンター仲間
彼は取締役を辞して顧問に就任してから市内の
デパートで行われているカルチャーセンターで俳
句を始めている。月に2回開催されており、始め
てからは8年自に当たる。その先生や受講生との
年賀状のやりとりがこのカテゴリーに当たる。参
加を始めたのが8年前であり、それ以来のつきあ
いとなっている。月に2回催される教室以外での
つきあいは全くないが、皆年齢が近くすでに定年
退職した方や主婦で構成されており、気心の知れ
た集団になっている。それぞれのパーソナルデー
タに関しては年齢や住所はわかるがそれ以外は全
くわからないとのことである。また教室は異なる
がセンターで顔を会わせる人とも年賀状のやりと
りをしている。
(6)小学校時代の同級生
学生時代を朝鮮半島で送っていたために、帰国
後の連絡先はほとんどわかっていない。その中で
も住所がわかっている3名とは毎年年賀状のやり
とりをしている。もっとも居住地が遠いために帰
国後会ったことはほとんどないそうである。日頃
から連絡を取っているわけではなく、パーソナル
ネットワークとしては外縁に位置すると思われる
が、戦中の激動という体験を共有した仲間として
大事に思っている。
(7)友人・知人
G社の福岡営業所時代につきあいのあった業者
とは長らくつきあっている。自宅が近所であるこ
とから頻繁に訪問している。 S.Nさんが現在もっ
とも親しいとしている人であり、つきあいは35年
になる。夫婦宛で3通あるが、奥様の女学校時代
の同窓生である。年に2回ほど自宅に遊びに来て
いる。電話の取り次ぎなどでもよく話をするそう
である。またかつては週に 1回は訪れていた飲み
屋の経営者とも年賀状のやりとりをしている。現
在は飲酒を控えているために月に 1回程度顔を出
している。それ以外の友人・知人はかつてほどの
つきあいはできなくなっているようだ。高齢や病
気のために互いに行き来することが難しくなって
いる。ほとんどが年賀状でのつきあいになってい
る。
5. 2 パーソナルネットワークの特徴
S.Nさんは「仕事と酒と自宅との行き来の生活
であり、典型的なモーレツサラリーマンであった」
と自らの現役時代を振り返っている。そのせいで
あろうか、居住地域の知り合いや趣味知り合いは
ほとんどなかった。そのような会社中心の生活か
ら解放されて彼は「定年後、第2の人生で伺か始
めよう」と俳句のカルチャーセンターに通うよう
になった。居住地域に関していえば、定年前はほ
とんど眠りに帰っている生活であり、地域とのつ
ながりはほとんどなかったが、定年後は次第に集
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会などにも顔を出すようになったという。まだ親
しいという段階でないが、今後ネットワークが広
がっていく可能性はあるだろう。一方、退職後も
会社仲間との連絡は現在も密に取っているようで
ある。本社が北九州市に位置するため頻繁に会う
わけには行かないようであるが、顧問を辞した後
も相談事を受けたり旧交を温めたりしている。
また彼は年賀状のやりとりを毎年厳密に記録し
ている。年賀状を出す予定の人には必ず1月1日
に届くように発信している。そのうえで彼らから
年賀状が何日に届いたかを表形式で一覧にしてい
る。年賀状だけのつきあいや、儀礼的な年賀状で
あっても、彼にとってみれば年賀状は厳格にやり
とりすべきものなのであろう。実際に一覧表を見
せてもらったが、最後には来年以降年賀状発進停
止の欄があり、こちらから年賀状を出しでも返事
がない人とは年賀状のやりとりを止めているとい
う。年賀状でしかやりとりをしない人が多かった
が、彼自身はその様な人との年賀状のやりとりを
非常に大事にしている。年賀状を通じてであるが
ネットワークを保持しようとしている様子がよく
わかる。したがってこれまでの職業人生で培われ
たネットワークと、そして定年退職後カルチャー
センターなどで創生されたネットワークの双方が
両立していると思われる。
6.考察
このように提示された年賀状から浮かび上がる
ノfーソナルネットワークをこれまでのライフヒス
トリーと関連づけながら詳細に描いてきた。分析
の焦点は定年退職という人生上の大きな経験によっ
て各人がそのパーソナルネットワークをどのよう
に変容させているかという点にある。したがって
まずその変容について事例をまとめておくことに
する。
H.Mさんは教員生活を終えたあと、老人クラ
ブや町内会に積極的に参加するようになり、現在
ではそのパーソナルネットワークの方が中心的で
ある。旧職場の同僚なども年賀状を通じての関係
はあるが、それほど親密なものではない。彼にす
れば、今現在の生活における接触頻度の高い人間
関係を尊重しており、それはなによりも老人クラ
プの仲間や町内会で顔を合わせる近隣の住民たち
である。また、定年退職後に老人クラブや町内会
に参加するようになったので、そのような人達と
知り合ってからの期間は職場の知り合いや同窓生
に比べてはるかに短いものの、緊密な関係に至っ
ている。彼はすで、に「元教員Jとして自分自身を
位置づけることはせずに「地域の一員」として地
域の活動をしている。したがって定年退職という
イベントを期に全く新しい生活に切り替わり、そ
の結果全く新しいパーソナルネットワークを作り
上げたといえよう。
K.Kさんは退職後も会社のOB組織を通じて、
会社のOB仲間や現役社員とのつながりとしっか
りと保持している。しかしながら地域や趣味によ
る知り合いは全くネットワークの中に入っていな
い。形式的には定年退職をしているのだが、本人
自身は未だに会社組織の中で自分を位置づけてい
るようである。
S.Nさんは「モーレツな」サラリーマン人生を
送った後に定年退職を迎えた。本社や関連会社の
取締役という地位を経験した彼にとって未だに会
社のOB仲間や現役社員との交流が保持されてい
ることはもっともなことであろう。このような会
社仲間との関係は会社が福岡県内にあることから
もK.Kさんよりもさらに多岐にわたっており、接
触頻度も高いものであった。しかしながら、彼は
定年退職後にそれまでにはなかったネットワーク
を広げている。それは会社人間であったために何
の趣味も持たないまま過ごしてきた人生への脱却
をはかったものであった。カルチャーセンターに
通うようになり、これまでとは全く異質の人間関
係を構築している。量的にはH.Mさんに及ぶも
のではないが、現在の彼の生活を支えている大切
なネットワークである。彼は退職前のネットワー
クと退職後自らが作り上げたネットワークの双方
を生活の中に内包していると思われる。
3者の事例に共通していることは、まず彼らが
定年退職まで地域・近隣のネットワークをほとん
ど持っていなかったということである。特に町会・
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自治会などの地域自治組織には全く無縁の存在で
あった。配偶者は全て専業主婦であり、地域での
交流は全て妻が担っていたと思われる。
また3者とも被雇用者としては比較的高い地位
にまで到達して退職している。社会経済的地位の
高さは現役時代のパーソナルネットワークのほと
んどが職場に関わるものであったことからもうか
がえる。「モーレツ」な職業人であり、その甲斐
あって職制としては結構な地位にまで達している。
そして自らのパーソナルネットワークもそのほと
んどが職場に関係するものであり、逆に居住地域
などにおける近隣との交流は全て妻に任せていた。
そのような姿がイメージできょう。
一方、 3者で異なっている点はまず年齢である。
そして定年退職してからの年月にもかなりの差が
生じている。さらに現住地での居住歴にも明確な
違いがある。 H.Mさんは住宅改装という一時期
を除いては40年以上現住所に居住している。 S.N
さんは準単身赴任の生活であり現住所での生活は
実質的には6年程度である。K.Kさんは転勤の多
い生活であり、現住所には6年前から住んでいる。
したがって3者とも地域でのネットワークはほと
んど持っていなかったという点では共通している
が、その居住歴には大きな差があるということが
確認される。
そして本稿の中心課題である定年退職における
ノfーソナルネットワークの変容、新しいパーソナ
ルネットワークの形成過程には大きな違いが見ら
れる。まつたく職業時代とは違うネツトワ一クを
地域を中心iにこ作り上げたH
たく正反対に職業人時代のネツトワ一クを保持しい、
その後の変容がほとんど見られないK.K.さん。
職業人時代のネットワークを維持しながらも趣味
のサークルなどで新しいネットワークを構築した
S.Nさん。定年退職後の彼らのネットワークの違
いはどのように説明できるのだろうか。
まず3者の違いに着目してみよう。これまで全
く地域でのネットワークを持っていなかった男性
にとって居住年数の長さは、これまで何らのアク
ションを起こしてこなかったにせよ、その後のネッ
トワーク形成にとって大きな意味を持つものと思
われる。地域集団の会合などに特に顔を出してい
なくても永く居住することによって地域の一員と
して認められるのであろう。そして定年退職して
からどれくらいの時聞が経過しているのかも同様
にネットワーク形成にとって大きな意味を持つで
あろう。一朝一夕にネットワークは変容するもの
ではない。定年退職してまだ数年しか経過してい
ないK.KさんやS.Nさんも数年後には新しいネッ
トワークを形成していることであろう。このこと
は各人が自分をどのように位置づけているのかと
いう点にもつながってくるものである。定年退職
とはあくまでも雇用者との契約関係の終了であっ
て、むしろ定年退職という事実をどのように受け
止めるかが各員のその後の生活に大きく影響をお
よぼしていると思われる。定年退職してからの時
間の経過が短い場合には、新しい自分の位置づけ
が出来ないままに、たとえ働いてはいなくとも職
業人としての心性を保持し続けているように思わ
れる。高齢者にとっての地域集団や友人からなる
パーソナルネットワークの存在が生活満足度や主
観的幸福感に影響を及ぼすとはいえ、定年退職し
て日が浅い彼らにとってはとりたてて希求しなけ
ればならないものではないのだろう。むしろ自ら
の心性が職業人として保持できなくなり、新たな
ネットワーク形成の欲求が高まったときにどのよ
うに対処するのかが問題となってくる。藤崎
(1998)も指摘するように、高齢者のその様な欲
求に地域や行政組織がどれほど対応できるのかは
大いに疑問視される。たとえば地域集団の代表で
ある町内会は、その担い手が高齢化していき、さ
らにある特定のメンバーの活動に収縮していく過
程で、新しい担い手を積極的に求めているといわ
れるが、その一方で相変わらず閉鎖的な部分を多
く含んでいる。 S.Nさんのように自ら積極的に新
しいネットワーク形成のために行動できる人はよ
いが誰もがそうであるとはいいがたい。高齢者が
積極的に新たな集団や仲間づくりに取り組むよう
に、高齢者自身で努力しなければならないと同時
に、それを受け入れる地域や組織、施設も受け入
れる体制を改善し門戸を低くすることが必要であ
ろう。
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そして今回もっとも注目したいのは各人のこれ
までの職業ライフコースによる違いである。職業
時代の関係を保持している大きな要因として、そ
の時代のネットワークが強固に組織だっていた点
が上げられるよう。確かに自社内での転勤などに
より直接自分の身の回りで形成されるネットワー
クは多少変化しょうが、基本的には会社組織全体
で大きなネットワークを形成しており、その組織
の外に身を置くことは出来そうにもない。それは
名簿という形で関係性を弱めることなく現在にま
で引き継がれていた。このような強固に組織だっ
たネットワークの中で職業生活を送っていたK.K
さんやS.Nさんがいまだに職業時代のネットワー
クを保持しているのも本人自身の心性もあるが、
そのネットワークの組織力も関係しているのだろ
う。一方、長年学校に教師として従事していた
H 
こでのネツトワ一クは学校それぞれで形成されて
おり、学校が変わると何人か親しい教員仲間との
つながりを残して新たな学校でのネットワーク形
成のほうに重点が置かれている。ネットワークを
強化する組織が継続されておらず、それぞれの場
においてそれぞれのネットワークを新たに形成し
解消してきた職業ライフコースといえよう。した
がって定年退職を迎えた後それまでの職業人生時
代に築きあげたネットワークは長年にわたって堆
積された厚みのある壊れにくいネットワークでは
なかったと思われる。
またH.Mさんの職業が教師であったという点
も大きいと考えられる。すなわち彼は定年退職後
すぐさま町内会長の職に推されているが、地域社
会にとって教師という職業経験者は格好の人材に
思われる。まずなによりも元教師という名声であ
る。地域の名望家層による町内会運営の時代が過
去のものになりつつあるとはいえ、やはりそれな
りの人材を長に据えたがるものであろう。また数
多くの人聞を統括し指揮するノウハウを修得して
いることも期待される。会合・寄り合いなどでの
議事進行や事務能力も教師経験が大きく効果を発
揮するであろう。このように考えれば教員という
存在は地域社会の方が積極的に必要としている職
業ライフコースという考え方もできるのではない
だろうか。そしてもう少し論を展開すれば地域社
会にとって受け入れやすい職業経験とそうでない
職業という分け方が可能であるかもしれない。
終身雇用の神話は崩壊し男性も様々な職業ライ
フコースを歩み始めた。それは今後ますます多様
化して行くであろう。そのような多様化が、職業
生活に別れを告げた定年退職後の生活やパーソナ
ルネットワークのありようにも多様化をもたらす
という仮定が正しいとすれば、高齢者を一括りに
したステレオタイプ的な視点はますます意味をな
さなくなるであろう。高齢者における生活の多様
化や格差を分析するにあたって、従来の教育程度・
所得・資産などの階層的視点に加えて、特に男性
において、どのような職業ライフコースを描いて
きたのかという視点を導入する有効性は今後ます
ます高まるものと思われる。
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注
1)もちろん年賀状に現れてこない密接な関係もある。
そのような関係には、「年賀状を交わしてはいない
けれども親しい人はいますか』と言う質問で部分
的にではあるが補完している。また企業や商庖か
らの儀礼的・広告的な年賀状であることが明らか
な場合には分析から除外している。
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The purpose of this manuscript is to announce how the advanced age male of 
the city residence changed the personal network by age limit retirement. The 
survey ground is Fukuoka-city. The change process remains in existing personal 
network research and have not been studied. Therefore 1 grasp it to the target that 
includes the personal network by the interview that consisted of the New Year's 
card. The personal network of the male aged was never monotonous as a result of 
the survey. It includes individual difference great1y. The hold of the personal 
network that was formed in the workshop especially is greatly influenced to the 
occupation life course to it in addition to the mentality of the aged. 
